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概要

このホワイトペーパーでは、メッセージ・ベースの同期とセッション・ベースの同期の

違いと、これらの方法がSQL RemoteおよびMobiLinkテクノロジでどのように

採用されているかを説明します。SQL RemoteおよびMobiLinkは、SQL

Anywhere Studioに含まれています。SQL Anywhere Studioは代表的なモバイル・データ

ベース・テクノロジで、重要な情報をワークグループ、モバイル、埋め込みデータベー

ス・システムに配信することができます。SQL RemoteとMobiLinkのいずれのテクノロ

ジでもデータベース間での双方向のデータ更新が可能ですが、それぞれに特定の状況に

適した固有の機能があります。このホワイトペーパーでは、環境に最適な同期方法を選

択できるように、SQL RemoteとMobiLinkがどのようなソリューションに適しているか

を説明します。
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内容内容内容内容

企業のデータを配信する理由

メ ッセージ ・ベースの同期およびセッシ ョ ン ・ベースの同期の概要

同期製品

SQL Remote の同期の概要

Mobile Link の同期の概要

SQL Remote の利点

Mobile Link の利点

表 ： SQL Remote および Mobile Link の機能
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企業のデータを配信する理由企業のデータを配信する理由企業のデータを配信する理由企業のデータを配信する理由

こ こでは、 具体的な例で説明します。

数百の拠点を持つ大規模な小売業者が、 財務情報をエンタープライズ全体でレポートする
システムを効率的に管理する方法を必要と しています。 この業者は、 煩雑で時間のかかる
紙の書類での作業の代わりに、 在庫、 受注、 精算、 価格の情報を更新し、 すべての拠点で
この情報を共有できる、 双方向の自動電子レポート処理の開発を計画しています。 これを
実現するため、双方向の同期機能を持つデータベース ・システムをインス トールします。こ
のテク ノ ロジによ り、 離れた場所にいる従業員が、 本社の統合データベース内の関連デー
タにアクセスするこ とができます。 従業員は、 財務情報を必要に応じて変更し、 変更した
データをエンタープラ イズ全体で同期します。 本社で行われた変更も、 すべての拠点で 1
日に数回同期されるため、 正確で効率的な財務レポート統計が実現されます。

この同期テク ノ ロジを使用する こ とで、 正確な最新の情報をエンタープラ イズ全体に配信
するこ とができ、 最も離れた拠点でも他のすべての拠点と同一のデータを利用するこ とが
できます。

この例から、 データ配信および同期には以下のよ うな利点があるこ とがわかり ます。

・ 企業データにアクセスしやすくなる

・ ローカルでアクセスできるため、 従業員の生産性が向上する

・ データにローカルでアクセスできるため、 ネッ ト ワークの使用時間が減少し、 システム
の応答時間が短縮され接続コス ト を削減できる
6



メ ッセージ ・ ベースの同期およびセッシ ョ ン ・ ベースメ ッセージ ・ ベースの同期およびセッシ ョ ン ・ ベースメ ッセージ ・ ベースの同期およびセッシ ョ ン ・ ベースメ ッセージ ・ ベースの同期およびセッシ ョ ン ・ ベース
の同期の概要の同期の概要の同期の概要の同期の概要

同期は、 複数のデータベースでの変更を記録し、 すべてのデータベースに最新の情報が格
納されるよ うに調整する ト ランザクシ ョ ン ・ベースのプロセスです。 同期は、 複数のデー
タベースを一致させ、 両方のデータベースに同一の最新情報が含まれるよ うにする と きに
行います。 以下では、 メ ッセージ ・ベース とセッシ ョ ン ・ベースの 2 種類の同期方法につ

いて説明します。

メ ッセージ ・ ベースの同期メ ッセージ ・ ベースの同期メ ッセージ ・ ベースの同期メ ッセージ ・ ベースの同期

メ ッセージ ・ベース (" ス ト ア ・ フォアード " と も呼びます ) のテク ノ ロジでは、 リモート ・

コンピュータ と統合データベースの間の直接接続が不要です。 この同期では、 電子メール
などのメ ッセージング・システムを使用して、変更されたデータを相手に転送します。 メ ッ
セージ ・ベースのテク ノ ロジでは、接続可能な場所であればどこからでもデータを変更し、
電子メール等を使用してその変更をメ イン ・データベースに適用するこ とができます。

メ ッセージ ・ベースの同期の主な利点と しては、 ユーザはネッ ト ワークに接続しな くても
データをレプ リ ケート できる という こ とがあげられます。 データの更新時に作成したメ ッ
セージは、 リモート ・ コンピュータのハード ・ ド ラ イブやフロ ッピー ・ ディ ス クに保存し
ておき、 メ ッセージ ・ システムに接続できる と きに使用するこ とができます。 データの変
更を含むメ ッセージを メ ッセージ ・ システムを介しアップロードおよびダウンロードする
こ とで、同期が実行されます。 このメ ッセージ ・ベースの同期方法を使用するこ とで、ユー
ザは随時メ ッセージング ・ システムに接続するだけで、 どこでも業務を行う こ とができま
す。 したがって、 この方法は通信システムが常時利用できない環境に最適です。 メ ッセー
ジ ・ベースの同期を使用すれば、 接続を利用できない離れた場所にいるユーザがメ ッセー
ジをディ スクに保存し、接続可能な場所に宅配便などで送付するこ とができます。メ ッセー
ジ ・ベースの同期は、 ネッ ト ワークへの直接接続を必要と しないため、 外部からの直接接
続を許可していない企業にも適しています。

セッシ ョ ン ・ ベースの同期セッシ ョ ン ・ ベースの同期セッシ ョ ン ・ ベースの同期セッシ ョ ン ・ ベースの同期

セッシ ョ ン ・ ベースの同期は、 メ ッセージ ・ベースの同期とは異なり、 リモート ・ データ
ベースが TCP/IP などで直接統合データベースに接続します。 リモート ・ データベースは、

接続のプールを作成し、 同期セッシ ョ ンがク ローズされるまでそのプールを保持します。
セッシ ョ ン ・ベースの同期では、 リモート ・ ユーザが リモート ・ サイ ト でデータの操作お
よび変更を行い、 随時企業のネッ ト ワークに接続して、 データをネッ ト ワーク全体で一致
させます。

リモート ・ データベースは統合データベースに接続されるため、 同期セッシ ョ ンの終了時
には、統合データベース、 リモート ・データベースの情報が共に最新のものになり ます。 こ
のため、 セッシ ョ ン ・ベースの同期は、 同期した際に リモート ・ データベースの情報を最
新のものにする必要がある企業に適しています。
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同期製品

 SQL Anywhere 製品には、 メ ッセージ ・ベースのシステムである SQL Remote と、

セッシ ョ ン ・ベースのシステムである Mobile Link の 2 種類の同期テク ノ ロジが含まれてい

ます。 これらの 2 つのテク ノ ロジによ り、 環境に最適なソ リ ューシ ョ ンを柔軟に選択する

こ とができます。

SQL Remote の概要の概要の概要の概要

SQL Remote は、 メ ッセージ ・ベースの同期を使用してデータベースを更新します。

SQL Remote は、 SQL Anywhere の リモー ト ・ データベースおよび SQL Anywhere または

Adaptive Server Enterprise (ASE) の統合データベースに接続し、 同期を実行し ます。 SQL
Remote の同期テク ノ ロジは、 簡単に管理作業を実行できるよ うに設計されていて、 すべて

の保守および管理機能を統合データベースで実行します。 これによ り、 さまざまなデータ
ベースを使用する多数のモバイル・データベースを管理するこ とができます。各リモート ・
データベースを個別に管理する必要はあ り ません。 また、エンド ・ユーザが SQL Remote の

処理を考慮する必要はあ り ません。

SQL Remote では、同期を効率的に実行するために、 メモ リ を有効に使用します。 このため、

新しいハード ウェアを大量に追加する必要がな く、 SQL Remote を既存の リモート ・ コン

ピュータで使用する こ とができます。 したがって、 メモ リ容量の少ない リ モー ト ・ コン
ピュータ と も同期を行う こ とが可能です。統合データベース と リモート ・ユーザの間では、
直接関連するデータだけがレプリ ケート されます。

ユーザは、 " 出版 （パブリ ッシュ） および購読 （サブスク ライブ） " プロセスを使用して企

業のデータにアクセスします。すべてのデータは、統合データベースのサイ トでパブリケー
シ ョ ンと して整理されます。 パブリ ケーシ ョ ンは、 アーティ クル ( データ ・ テーブルのコ

ンテンツまたはコンテンツのサブセッ ト ) で構成されます。 統合データベースの管理者は、

リモート ・ ユーザが業務で必要とするパブリ ケーシ ョ ンのサブスク リプシ ョ ンを作成しま
す。

データの同一のロー、 カラムが複数のサイ ト で更新される と、 競合が発生する こ とがあ り
ます。 SQL Remote は、 競合解決用の ト リガを使用してこれを解決し、 企業全体でのデータ

の整合性を確保します。 データの " マスタ " コピーは統合データベースに格納されるため、

すべての競合の解決は統合データベースのサイ トで実行されます。
8



SQL Remote の同期プロセスの同期プロセスの同期プロセスの同期プロセス

SQL Remote の同期プロセスの概要は、 以下のとおりです。

1．統合データベース と リモート ・ データベースのいずれでも、 同期を行うデータベースご
とに、 同期を管理する メ ッセージ ・ エージェン トおよびト ランザクシ ョ ン ・ ログがあ り
ます。 ト ランザクシ ョ ン ・ ログは、 コ ミ ッ ト されたすべてのデータ変更を記録および保
存します。

2．統合データベース側のメ ッセージ ・ エージェン トは、 定期的にト ランザクシ ョ ン ・ ログ
をスキャンし、 コ ミ ッ ト された各パブリケーシ ョ ン ( データのセクシ ョ ン ) のト ランザ

クシ ョ ンをすべてメ ッセージにパッケージ化し、 関係する変更をそのパブリ ケーシ ョ ン
を購読している リモート ・ユーザに送信します。 メ ッセージ・エージェン トは、 メ ッセー
ジング・システムを使用して、これらの変更を送信します。SQL Remote は、FTP、MAPI、
VIM、 SMTP、 ファ イル共有をサポート しています。

3． リモート ・ サイ ト側のメ ッセージ ・ エージェン トは、 統合データベースから送信された
メ ッセージを受信し、 ト ランザクシ ョ ンを リモート ・ データベースに適用します。

4． リモート ・ ユーザは、 いつでも メ ッセージ ・ エージェン ト を実行して、 リモート ・ サイ
トでの ト ランザクシ ョ ンをメ ッセージにパッケージ化し、 統合データベースに返送する
こ とができます。

5．統合データベースのサイ ト側のメ ッセージ ・ エージェン トは、 リモート ・ サイ トからの
メ ッセージを処理し、 ト ランザクシ ョ ンを統合データベースに適用します。
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Mobile Link の概要の概要の概要の概要

Mobile Link は、 セッシ ョ ン ・ベースの同期テク ノ ロジです。 これを使用して、 リ

モート ・ ユーザはシームレスにデータをエンタープライズの主要データベース と同期させ
るこ とができます。 Mobile Link の同期ロジッ クは、 リモートおよびハンドヘルドのアプリ

ケーシ ョ ンに組み込まれており、 データベースの変更を記録します。

Mobile Link の同期では、 ODBC(Open Database Connectivity) を使用して、 統合データベース

の更新およびクエリ を実行します。これによ り、ユーザはリモート ・データベースをSybase 、
Oracle、 Microsoft、 IBM などの統合データベースと同期させるこ とができます。 リモート ・

データベースとの同期を実行するため、 Mobile Link は UltraLite リモート ・データベースに

接続します。 Mobile Link は、 リモート ・ データベースとの同期のため、 最後に同期を実行

した と きからの変更を自動的に記録してアップロード し ます。 統合データベースでは、
Mobile Link は統合データベースのネイティブ SQL で記述された SQL スク リプ ト を使用し、

統合データベースからダウンロードするデータを特定します。

データベース内の情報の変更頻度に応じて、 さまざまな同期手法を使用するこ とができま
す。 タイムスタンプ ・ ベースの手法は、 最後の同期以降に変更されたレコードだけを同期
します。 この手法は、 データがほとんど変更されない場合に使用します。 スナップシ ョ ッ
ト手法は、 データベースの同期ごとにすべてのデータを同期します。 この手法は、 データ
が毎日変更される企業に最適です。 データベース内のテーブルごとに、 異なる手法を使用
して同期を実行するこ とができます。

データの競合を解決するため、 Mobile Link は変更されたすべてのデータを既存の情報と比

較するこ とができます。 競合が発生した場合は、 "resolve conflict" スク リプ ト を実行して、

定義済みのビジネス ・ ルールを使用し、 どの情報が正しいかを決定し、 そのデータをデー
タベースに更新します。
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Mobile Link の同期プロセスの同期プロセスの同期プロセスの同期プロセス

Mobile Link を使用したセッシ ョ ン ・ベースの同期は、 大まかに分けて 4 つの手順で実行さ

れます。

1． リモート ・ アプ リ ケーシ ョ ンは、 最後のデータベース同期以降に更新、 挿入、 削除され
たすべてのデータ・ローのリ ス ト を含むアップロード ・ス ト リームを作成して、同期サー
バに送信します。

2．同期サーバは、データ変更を含むダウンロード ・ス ト リームを作成して、統合データベー
スから リモート ・ アプ リ ケーシ ョ ンに送信します。

3． リモート ・ アプ リ ケーシ ョ ンは、 データが変更されたこ とを確認する メ ッセージを同期
サーバに送信します。 この ト ランザクシ ョ ンは、 統合データベースに記録されます。

4．同期サーバは、 同期が完了したこ とを示すメ ッセージを リモート ・ アプ リ ケーシ ョ ンに
送信します。 アプリ ケーシ ョ ンは、 このメ ッセージを受信し、 サーバへの接続を切断し
ます。
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SQL Remote の同期の利点の同期の利点の同期の利点の同期の利点

ネッ トワーク ・ セキュリテ ィネッ トワーク ・ セキュリテ ィネッ トワーク ・ セキュリテ ィネッ トワーク ・ セキュリテ ィ

SQL Remote では、 メ ッセージを暗号化し、 サポートするさまざまなメ ッセージ ・ システム

( ファ イル共有、 FTP、 MAPI、 VIM、 SMTP) 上で転送するこ とができます。 また、 カスタ

ムの暗号化システムを使用するこ と もできます。 これによ り、 自社でのみ処理できる メ ッ
セージを SQL Remote で使用し、 セキュ リ ティを確保するこ とができます。

要求されるセキュ リ テ ィ ・ レベルによっては、 外部から自社ネッ ト ワークへの リモート ・
アクセス ( つま り TCP/IP による直接接続 ) を禁止している企業もあ り ます。SQL Remote で

は、 メ ッセージ ・ベースの同期システムを使用するこ とで、 このよ う なセキュ リ ティ問題
を解決します。SQL Remote では、メ イン・ネッ ト ワークの外部の " 準備 " エリアでメ ッセー

ジを作成するこ とができます。 企業のネッ ト ワーク管理者は、 メ ッセージを メ イン ・ ネッ
ト ワークにいつ移動するかを完全に管理するこ とができます。このため、企業のネッ ト ワー
クのセキュ リティを確保しながら、 双方向のデータ同期も可能になっています。

ト ランザクシ ョ ン順序の保持ト ランザクシ ョ ン順序の保持ト ランザクシ ョ ン順序の保持ト ランザクシ ョ ン順序の保持

SQL Remote テク ノ ロジでは、統合データベースでの変更のレプリケート順序が保持されま

す。 一部のデータベース ・ アプ リ ケーシ ョ ンでは、 データの整合性を保持するため、 変更
のレプリ ケート順序が重要です。 この順序を保持するために、 SQL Remote はデータベース

の ト ランザクシ ョ ン ・ ログをスキャンし、 変更を完全に同一の順序でデータベースにレプ
リ ケート します。たとえば、リモートのノート PC のユーザが、レコードに対して UPDATE、
INSERT、 DELETE の順で文を実行した場合は、 SQL Remote は、 最初の 2 つの文による変

更を行わずに単にレコードを削除するのではなく、 同一の順序でこれらの 3 つの文を統合

データベースにレプリ ケート します。

使いやすさ使いやすさ使いやすさ使いやすさ

SQL Remote は、 データベース管理者とエンド ・ユーザの両方にとって使いやすいよ うに設

計されています。 データベース管理者は、 SQL Remote を使用して、 多数のリモート ・ ユー

ザの設定および管理を簡単に行う こ とができます。 データベース管理者は、 Windows 環境

でファ イルを ド ラ ッグ ・ アンド ・ ド ロ ップするだけで、 基本的なパブリ ケーシ ョ ンを作成
するこ とができます。 SQL Remote を使用するこ とで、 リモート ・ ユーザはオフ ィ ス外で企

業データを利用し、必要に応じて同期するこ とができます。 リモート ・ユーザは、電子メー
ルの受信を行うだけで、 データベースの同期メ ッセージを取得する こ とができます。 電子
メールおよびデータベースの同期メ ッセージの両方を、 同一の簡単な操作で受信するこ と
ができます。

多数のリモート ・ データベースのサポート多数のリモート ・ データベースのサポート多数のリモート ・ データベースのサポート多数のリモート ・ データベースのサポート

SQL Remote は、 多数のリモート ・ データベースを持つ企業に最適です。 SQL Remote のト

ランザクシ ョ ン ・ ログには、 リモート ・ ユーザが行ったすべてのデータベースの変更が保
存されます。 ト ランザクシ ョ ンのスキャン時に、 ログに変更をアップロード したすべての
リモート ・ ユーザに対して一度にメ ッセージが生成されます。 したがって、 多数のリモー
12



ト ・ ユーザからの変更を ト ランザクシ ョ ン ・ ログのスキャン 1 回で同期するこ とができま

す。 ユーザは、 中央データベースに直接接続するのではなく、 メ ッセージング ・ システム
を使用して同期メ ッセージを送信するため、企業は電子メール・システムだけで多数のデー
タベースをサポートするこ とができます。 また、 統合データベースに対する リモートから
の多数の直接接続をサポートする必要がなくなるため、 統合データベースのハード ウェア
のサイズおよび費用も削減されます。
13



Mobile Link の同期の利点の同期の利点の同期の利点の同期の利点

異機種間の相互運用性異機種間の相互運用性異機種間の相互運用性異機種間の相互運用性

Mobile Link の同期は、ODBC (Open Database Connectivity) を使用して統合データベースの更

新およびクエリ を実行するよ うに設計されています。 このため、 ユーザは Sybase、 Oracle、
Microsoft、 IBM などの主要データベースとの同期を実行するこ とができます。 したがって、

Mobile Link を使用すれば、 既存のバッ クエンド ・データベースを統合データベースと して

活用するこ とができます。

リカバリ性リカバリ性リカバリ性リカバリ性

同期中に通信障害が発生した場合は、 Mobile Link は次の試行時に同期を続行します。 これ

によ り、 障害が発生して中断された ト ランザクシ ョ ンも完全に処理されます。

柔軟性柔軟性柔軟性柔軟性

Mobile Link の同期は、非常に柔軟なソ リ ューシ ョ ンを提供します。 Mobile Link の同期サー

バは、 イベン ト を使用して、 同期中にスク リプ ト を起動します。 同期中の複数の時点でス
ク リプ ト を実行できるため、 よ り柔軟にシステムを設計するこ とができます。 ス ク リプ ト
は、 既存のリモート ・ ユーザに影響するこ とな く、 いつでも変更するこ とができます。

また、 競合の解決の設定も柔軟に行う こ とができます (Mobile Link では競合時の挿入、 更

新、 削除が可能ですが、 他のデータベース ・ テク ノ ロジでは競合時の更新以外は処理でき
ません )。

同期のカスタマイズ同期のカスタマイズ同期のカスタマイズ同期のカスタマイズ

Mobile Link の同期では、 スク リプ ト を作成し、 同期させるデータを指定するこ とができま

す。 これらのスク リプ トは、 バッ クエンド ・データベースのネイティブ言語で作成します。

ほとんどの同期スク リプ ト では共通のフォームを使用するため、 バッ クエンド ・ システム
の言語を習得してしまえば、スク リプ トのカスタマイズを簡単に行う こ とができます。デー
タの変更を統合データベースやリモート ・ サイ トに再送信する必要がある場合は、 同期ス
ク リプ ト を使用し、 ト ランザクシ ョ ンを再入力せずに、 同期するローを正確に指定するこ
とができます。 また、 Mobile Link では、 特定のユーザ用に同期をカスタマイズするこ と も

できます。 そのため、 リモー ト ・ ユーザによって、 送信する同期データのローを変更する
こ とができます。 この機能を使用すれば、 ほとんど使用されない情報を リモート ・ ユーザ
のデータベースに格納するこ とな く、 最も必要と しているデータだけを送信するこ とがで
きます。
14



SQL Remote およびおよびおよびおよび Mobile Link の機能の機能の機能の機能

※本書は、 米国 iAnywhere Solutions 社が作成およびテス ト したものを日本語に翻訳したも

のです。

SQL Remote Mobile Link

メ ッセージ ・ ベース ○

セッシ ョ ン ・ベース ○

双方向の同期 ○ ○

ODBC データベースへの接続 ミ ドルウェアが必要 ○

直接接続が必要 ○

リモート ・ データベースのサポート ○ ○

簡単な使用および管理 ○ ○

カスタマイズ可能 ○ ○

ト ランザクシ ョ ン順序の保持 ○ ○
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